
人、動物、地域に向き合う多機関連携・協働のありかたについて 

こうが人福祉・動物福祉協働会議を手掛かりとして 

竜王 真紀(甲賀市地域共生社会推進課) 

【背景】甲賀市では 2018 年にあった２つの多頭飼育崩

壊事例をきっかけに、市民の声掛けで、市民、民間団

体、行政、社会福祉協議会が集結し「人だけではなく動

物も幸せに」を両輪で考えようとする「こうが人福祉動物

福祉協働会議(以下協働会議と記す)」が立ち上がった。 

協働会議は、市民主体の自発的福祉活動としてスタ

ートし、緩やかなつながりで結ばれた合議体であり、多

機関協働や伴走支援といった機能を発揮しているが、

これまで意義の共有化や意識化がされてこなかった。 

【研究目的】協働会議の持つ緩やかさや自発的な活動

の意義を明確にし、分野を超えた多機関連携、協働の

ありかたを検討をしたい。 

【方法】協働会議に至る社会の現状、生活課題、対策、

目標を盛り込んだ 10 の質問項目をもとに半構造化イン

タビューを構成員 8名に行った。 

【研究期間】2023 年 10 月～11 月 

【倫理的配慮】インタビューを実施するにあたり，本研究

の主旨，個人情報の取り扱い方法、インタビュー結果は

研究目的のみに使用することを説明し、調査協力に関

して承諾を得た。 

【結果】〈課題〉については、カテゴリーは１２項目、上位 

カテゴリー６項目を抽出した。〈対策〉については、カテ 

ゴリーは 11 項目、上位カテゴリー5 項目を抽出した 

下記の(表 1)（表２)は、抜粋したカテゴリーを示した。 

 

（表１） 〈課題〉抜粋 

上位カテゴリー カテゴリー 

地域における孤立 人のつながりが弱くなっている 

周囲に無関心、他人事 

動物行政と福祉行政の

連携 

動物行政と福祉行政が縦割りで

対応、解決している 

（表２） 〈対策〉抜粋 

上位カテゴリー カテゴリー 

予防的な包括的

支援 

体制づくり 

協働会議の広がり 

協働会議の持続可能性 

予備軍を見つけられる相談体制 

重層的支援会議の活用 

孤立を防ぐ 

つながりづくり 

平素からの見守り、声掛け 

飼い主も孤独にならない居場所づくり 

【考察】 

打越（１）は、「動物愛護管理政策と社会福祉政策の連

携は、行政関係者、民間の関係者がいて、価値観や法

制度、活動方針も異なる中で、『人・動物・地域に向き合

う』共通認識の構築が必要である」と述べている。 

「動物」をめぐる問題の背景として、飼い主の発達特性

や障がい、生きづらさを抱えた人の社会的孤立や地域

の無関心など「人」や「地域」の問題が横たわっている。 

（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のインタビュー結果より、協働会議は、緩やかで

自由な発言が保障されており、それぞれの立場や職種

を超え、共生社会の実現やすきまの支援につながる活

動であることがわかった。 

協働会議がさらに有機的に連携、協働できるために

明らかになった共通の課題、対策について、以下の３点

から考察する。 

１．正しい知識の啓発 

 構成員は、飼い主が意図せずに、飼育崩壊に陥って

いることや情報不足に原因があるとわかっている。「人の

問題と動物の問題を両輪で考える」といった新しい視点

を風土に変えるには、地域に出向き、飼い主も含め、多

様な主体と対話をしながら啓発できる方法が望ましい。 

２．分野横断の予防的な包括的支援体制づくり 

飼育崩壊に陥るまでに、分野を問わずに受けとめ、

その情報や要因をキャッチすることが未然防止となる。

そのためには、協働会議や重層的支援会議の場を活

かしながら、構成員が人と動物の両輪から検討し、早期

発見と早期対応のスキームを作っていく必要がある。    

このような協働のプロセスは、人々の暮らし全般を支

える支援者支援にもつながっていく。 

３．孤立させないつながりつくり 

 飼育崩壊している飼い主の場合、日頃から周囲とのコ

ミュニケーション不足やつながりの弱さがあり、孤立しが

ちであることを構成員は認識していた。孤立を防ぐため

には、これまでの専門家や福祉サービスだけに依存せ

ず、第四の縁（２）も踏まえ、市民の持つアンテナ、アイデ

アを活用しながら、興味や関心を分かち合い、居心地

の良い場所つくり、支え合える風土にしていきたい。 

【引用文献】１）打越綾子 ペットの多頭飼育の背景と対 

応策 公衆衛生 VOL86.３ P230～P236 

【用語】２）第四の縁：かつての血縁・地縁・社縁といった

つながりだけではなく、隙間の困りごとを支える「この人

とつながりたい」「この人を支えたい」 という気持ちでつ

ながる「第四の縁」。 


